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市役所第一庁舎６階共産党控室
相談を希望される方は事前予約が必要です。市役所共産党控室か、やなぎ美智子にご連絡ください。

電話：047ー334-1111（内線18218）

戦
争
か
平
和
か

「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」

を
生
か
す
市
川
市
を

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
核
兵
器
で

世
界
を
お
ど
し
、
原
発
ま
で
攻
撃

し
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、

こ
ど
も
を
含
む
多
く
の
市
民
の
い

の
ち
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

残
虐
行
為
は
国
際
法
違
反

戦
時
下
の
医
療
組
織
の
保
護
、

無
差
別
攻
撃
禁
止
、
原
発
攻
撃
対

象
禁
止
な
ど
を
定
め
た
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
条
約
に
ロ
シ
ア
が
違
反
し
て
い

る
の
は
明
ら
か
で
す
。

国
連
は
無
力
で
は
な
い

「
市
民
を
殺
す
な
、
国
連
憲
章
を

守
れ
」
の
国
際
世
論
の
高
ま
り
で

国
連
機
能
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
国
連
決
議
は

無
し
。
イ
ラ
ク
戦
争
で
は
武
力
行

使
容
認
決
議
を
阻
止
す
る
も
、
非

難
決
議
は
無
し
。
今
回
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
で
は
安
保
理

の
否
決
を
逆
転
さ
せ
、
国
連
非
難

決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

２
１
世
紀
に
入
っ
て
初
め
て
で
す
。

し
か
も
過
去
最
多
の
１
４
１
か
国

（
７
３
％
）
の
賛
成
で
し
た
。

４
月
９
日
、
市
川
市
平
和
委
員

会
（
準
備
会
）
が
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
会
を
行
い
、
千
坂
日
本
平
和
委

員
会
事
務
局
長
が
「
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
・
岸
田
政
権
の
改

憲
・
敵
基
地
攻
撃
軍
拡
の
暴
走
に

ス
ト
ッ
プ
を
」
と
講
演
し
ま
し
た
。

世
界
の
反
戦
行
動

世
界
７
６
か
国
以
上
で
反
戦
行

動
が
起
き
、
ロ
シ
ア
で
も
弾
圧
下
、

反
戦
運
動
で
１
万
４
千
人
以
上
が

拘
束
さ
れ
、
そ
の
何
十
倍
も
の
行

動
が
広
が
っ
て
い
る
な
ど
、
日
本

の
メ
デ
ィ
ア
が
ほ
と
ん
ど
報
道
し

な
い
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

憲
法
９
条
に
背
く
動
き

岸
田
政
権
、
自
民
、
維
新
等
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
乗
じ
て
非
核

三
原
則
見
直
し
、
核
共
有
論
、
先

制
攻
撃
に
つ
な
が
る
敵
基
地
攻
撃

能
力
、
憲
法
改
悪
、
軍
事
同
盟
強

化
、
軍
事
費
２
倍
化
の
危
険
な
道

を
進
ん
で
い
る
と
厳
し
く
批
判
し

ま
し
た
。
憲
法
９
条
を
も
つ
日
本

は
反
戦
反
核
の
先
頭
に
立
つ
べ
き

で
す
。

市川市平和委員会（準備会）では「核兵器廃絶平和都市」を宣言している市川市で

平和運動を具体化させたいと議論を重ねています。オスプレイ市内上空飛行、旧庁舎に

設置されていた「宣言塔」の設置等、市川市に直接関わるテーマをとりあげています。

世界の恒久平和と安全は、人類共通の願いである。この普遍の願いにも関わらず核軍備の拡張は依然として

行われており、人類は核戦争の脅威にさらされている。わが国は、世界唯一の核被爆国として核兵器の恐ろし

さ、被爆者の苦しみを世界の人々に訴え、再び広島、長崎の惨禍を絶対に繰り返させてはならない。

私たち市川市民は、生命の尊厳を深く認識し、国是である非核三原則が完全に実施されることを願い、いか

なる国のいかなる核兵器に対してもその廃絶と軍縮を訴え、恒久平和確立のため、ここに「核兵器廃絶平和都

市」となることを宣言する。 昭和59年（1984年）11月15日 市川市

核兵器廃絶平和都市宣言



月額約27,000円支給の「特別障がい者手当」は

要介護４と５の人は対象の可能性

国
は
、
特
別
障
が
い
者
手
当
の
支
給
要
件
を
「
精
神
又
は
身
体

に
著
し
く
重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
２
０
歳
以

上
の
者
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

「
著
し
く
重
度
の
障
が
い
、
常

時
特
別
の
介
護
」
と
の
定
め
で

は
、
対
象
者
を
狭
く
と
ら
え
が

ち
で
す
が
要
介
護
４
と
５
の
人

は
対
象
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

寝
た
き
り
の
人
、
車
い
す
で
介

助
が
必
要
な
人
、
認
知
症
の
人

で
受
給
し
た
人
も
い
ま
す
。

「
在
宅
」
と
あ
る
の
で
、
支
給

対
象
は
自
宅
介
護
だ
け
と
解
釈

さ
れ
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住

宅
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
施
設

入
所
に
あ
た
ら
ず
支
給
は
継
続

さ
れ
ま
す
。

制
度
の
周
知
徹
底
を

受
給
で
き
る
の
に
申
請
し
て

い
な
い
人
は
か
な
り
の
数
に
の

ぼ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
日

本
共
産
党
は
国
や
自
治
体
に
対

し
て
制
度
の
周
知
の
徹
底
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の
間
、

「
障
が
い
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

「
広
報
」
で
の
周
知
、
介
護
関

係
資
料
送
付
時
の
工
夫
な
ど
、

具
体
的
な
提
案
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

２
０
２
０
年
１
２
月
２
日
、

日
本
共
産
党
の
宮
本
徹
議
員
は

国
会
で
「
各
自
治
体
で
、
障
が

い
者
福
祉
の
窓
口
、
介
護
保
険

関
係
窓
口
、
ケ
ア
マ
ネ
な
ど
を

通
じ
、
し
っ
か
り
周
知
さ
れ
る

よ
う
国
と
し
て
も
徹
底
を
図
っ

て
ほ
し
い
」
と
求
め
、
田
村
厚

労
大
臣
（
当
時
）
が
「
周
知
す

る
こ
と
は
大
変
重
要
だ
。
国
と

し
て
も
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
進
む
取
り
組
み

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
説
明

会
を
し
て
制
度
を
知
ら
せ
る
、

要
介
護
認
定
を
行
う
窓
口
で
渡

す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
特
別
障
が

い
者
手
当
に
つ
い
て
添
付
す
る
、

介
護
保
険
課
に
申
請
用
紙
を
置

く
な
ど
の
対
応
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

市
川
で
も
手
当
の
対
象
に
な

る
人
に
き
ち
ん
と
届
け
ら
れ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市民アンケートに寄せられた声が実り
車道からの段差が解消され歩道も補修されました

改修工事終了直後撮影

４
月
１
６
日
朝
、
鬼
高
地
域
に

あ
る
集
合
住
宅
の
住
民
の
方
か
ら

「
段
差
解
消
の
工
事
を
し
て
い
る
。

要
望
通
り
に
改
修
さ
れ
る
よ
う
で

す
」
と
ラ
イ
ン
で
写
真
が
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
（
写
真
右
）

昼
過
ぎ
に
現
地
に
行
く
と
す
で
に

工
事
は
終
了
し
て
い
ま
し
た
。
市

道
と
、
集
合
住
宅
入
り
口
の
歩
道

と
の
段
差
は
解
消
さ
れ
、
歩
道
も

舗
装
さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
左
）

集
合
住
宅
は
２
棟
並
ん
で
お
り
、

２
棟
と
も
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
川
市
議
団
が
行
っ

て
い
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、

「
段
差
で
つ
ま
ず
き
、
危
険
な
の

で
改
善
し
て
ほ
し
い
」
と
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
ず
い

て
転
倒
し
た
人
も
い
ま
し
た
。
応

急
的
な
工
事
を
経
て
、
要
望
通
り

の
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

工事の様子


